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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年11月25日(2021.11.25)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月15日(2021.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚へのレーザー照射を含む医療皮膚処置後に、皮膚の若返りを促進するか、皮膚の健
康回復を増進するか、または皮膚の回復率を増加させるための薬剤を製造するための、ヒ
トＦｉｄｇｅｔｉｎ様２をコードするＤＮＡまたはＲＮＡに対するｓｉＲＮＡまたはｓｈ
ＲＮＡの使用。
【請求項２】
　皮膚へのレーザー照射を含む医療皮膚処置後に、皮膚の若返りを促進するか、皮膚の健
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康回復を増進するか、または皮膚の回復率を増加させるための組成物であって、
　ヒトＦｉｄｇｅｔｉｎ様２をコードするＤＮＡまたはＲＮＡに対するｓｉＲＮＡまたは
ｓｈＲＮＡを含む組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または請求項２に記載の組成物
であって、
　前記薬剤または前記組成物は、前記皮膚中のコラーゲンＩの密度または組織を増加させ
ることで皮膚の若返りまたは皮膚の健康回復を促進する、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの
使用、または組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または請求項２に記載の組成物
であって、
　前記薬剤または前記組成物は、前記皮膚中のコラーゲンＩの組織を増加させることで、
または皮膚の真皮表皮接合部と平行なコラーゲン繊維の線形配向度を改善することで、皮
膚の若返りを促進する、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または組成物。
【請求項５】
　請求項１に記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または請求項２に記載の組成物
であって、
　前記回復率の増加が、炎症度合いの低減および／または炎症低減率の増加である、ｓｉ
ＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または組成物。
【請求項６】
　請求項１または請求項３～５のいずれかに記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、
または請求項２～５のいずれかに記載の組成物であって、
　前記レーザー照射に用いるレーザーが、ノン・アブレーティブレーザーまたはブレーテ
ィブレーザーである、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または組成物。
【請求項７】
　請求項１または請求項３～６のいずれかに記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、
または請求項２～６のいずれかに記載の組成物であって、
　前記ヒトＦｉｄｇｅｔｉｎ様２が、配列番号２に記載のアミノ酸からなる、ｓｉＲＮＡ
またはｓｈＲＮＡの使用、または組成物。
【請求項８】
　請求項１または請求項３～７のいずれかに記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、
または請求項２～７のいずれかに記載の組成物であって、
　前記ヒトＦｉｄｇｅｔｉｎ様２をコードするＤＮＡまたはＲＮＡに対する前記ｓｉＲＮ
Ａが、少なくとも１つの２´－糖修飾を有する、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、ま
たは組成物。
【請求項９】
　請求項１または請求項３～８のいずれかに記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、
または請求項２～８のいずれかに記載の組成物であって、
　前記ｓｉＲＮＡが、配列番号３、４、５、６、７、８、９または１０に記載の配列から
なる、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または組成物。
【請求項１０】
　請求項１または請求項３～９のいずれかに記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用で
あって、
　前記医療皮膚処置は美容処置であり、
　前記美容処置は、レーザースキンリサーフェシングまたはレーザーアブレーションであ
る、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用。
【請求項１１】
　請求項１または請求項３～１０のいずれかに記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用
であって、
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　前記医療皮膚処置は美容処置であり、
　前記美容処置の目的が、皺、美容整形後の無反応皮膚、老化または日焼けによって損傷
した皮膚、肝斑、母斑、いぼ、肥大した油腺、ポートワイン母斑、血管腫、および毛細血
管拡張を目立たなくすること、あるいは肌の顔色を変化させることである、ｓｉＲＮＡま
たはｓｈＲＮＡの使用。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用であって、
　前記母斑が、線状表皮母斑である、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用。
【請求項１３】
　請求項１または請求項３～１２のいずれかに記載のｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用
、または請求項２～９のいずれかに記載の組成物であって、
　前記レーザーが、ＣＯ２レーザー、エルビウムレーザー、長パルスまたはＱスイッチを
有する１０６４ｎｍのＮｄ：ＹＡＧレーザー、１３２０ｎｍのＮｄ：ＹＡＧレーザー、ま
たは５９５ｎｍのＰＤＬレーザーである、ｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡの使用、または組
成物。
【請求項１４】
　（ｉ）皮膚へのレーザー照射を含む皮膚処置による、ヒトの皮膚上に目に見えて現れて
いる皺を減少させるか、または皮膚の回復速度を増加させるのに有効な量の、ヒトＦｉｄ
ｇｅｔｉｎ様２をコードするＤＮＡに対するｓｉＲＮＡまたはｓｈＲＮＡを含有し、かつ
、
　（ｉｉ）マイクロニードルアレイに収容される、組成物であって、
　任意選択で、前記ｓｉＲＮＡが、配列番号３、４、５、６、７、８、９または１０に記
載の配列からなる、組成物。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の組成物であって、
　前記マイクロニードルアレイが、デキストラン、ヒアルロン酸、およびＰＶＰのうちの
１つまたは複数からなる構造を含む、組成物。


	header
	written-amendment

